
戦略目標：水の循環予測及び利用システムの構築（平成１３年度設定）  

 世界の人口のうち、約８％の人々が居住している地域では、現在も深刻な水不足が発生しており、最近

取りまとめられた「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」第３次評価報告書に示されるように、今後

もその悪化が懸念されている。特に、農耕地の急速な拡大や都市化による水不足の問題は、一つの国だけ

の問題にとどまるものではなく、国家間の問題を引き起こす要因となる可能性がある。 

 また、安全な飲料水を確保するとともに、穀倉地域への安定した水の供給に貢献することは、我が国を

含め、世界の食糧問題の解決にも資する重要な課題である。 

 このため、戦略目標として「水の循環予測及び利用システムの構築」を設定し、地圏・水圏・気圏にお

ける水循環の解明・予測に向けた研究を行うとともに、土壌や生態系を含めた適切な水の利用・保全を行

うためのシステムの構築を目指す。 

 なお、本戦略目標の下で行われることが想定される研究としては、例えば、水循環と環境の相互作用の

解明、水の機能を踏まえた水の利用・保全システムの構築等が考えられる。 


